
広
島
・
瀬
戸
内
海
・
松
山
　

新
定
番
ル
ー
ト

今、最も注目される教育旅行先

瀬戸内海クルーズや橋上サイクリングも


年
は
子
規
・
漱
石
生
誕

年

瀬
戸
内
海
ゾ
ー
ン

松
山
・
道
後
ゾ
ー
ン

松
山
周
辺
ゾ
ー
ン

―
協
力

―

　平和学習の地で
市
民
巻
き
込
む
地
上
戦
　

　
　

沖
縄

戦
争
の
狂
気
、集
団
自
決
も

浴
衣
で
温
泉
文
化
を
体
感

橋上サイクリング

中島でのみかん収穫体験

松山城で俳句体験

　
平
和
学
習
や
世
界
遺
産
見
学
が
で
き
る
教
育
旅
行
の
定

番
の
地
「
広
島
」
。
こ
れ
に
多
島
美
が
広
が
る
「
瀬
戸
内

海
」
と
、
多
く
の
俳
人
や
文
人
を
輩
出
し
た
「
松
山
」
を

組
み
合
わ
せ
た
教
育
旅
行
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
瀬
戸

内
海
で
は
ク
ル
ー
ズ
体
験
や
島
々
で
の
農
業
体
験
、
松
山

で
は
吟
行
体
験
や
和
文
化
体
験
な
ど
、
多
彩
な
テ
ー
マ
別

の
交
流
体
験
が
実
施
で
き
る
た
め
で
、
「
広
島
・
瀬
戸
内

海
・
松
山
ル
ー
ト
」
は
新
定
番
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

松
山
市
と
広
島
市
は
、
学
校
誘
致
に
企
画
段
階
か
ら
共
同

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
も
万
全
だ
。

　
あ
る
学
校
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
満
足

度

・
９
％
の
驚
異
的
な
数
字
を
は
じ
き

出
し
た
と
い
う
広
島
・
瀬
戸
内
海
・
松
山

ル
ー
ト
。こ
の
エ
リ
ア
の
話
題
は
豊
富
だ
。

広
島
は
今
年
、
終
戦

周
年
や
原
爆
ド
ー

ム
、
嚴
島
神
社
の
世
界
文
化
遺
産
登
録


周
年
を
迎
え
る
。
松
山
市
で
は
、
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
蜷
川
実
花
×
道
後
温

泉
　
道
後
ア
ー
ト
２
０
１
５
」
が
盛
り
上

が
る
。
夏
目
漱
石
・
正
岡
子
規
生
誕
１
５

０
年
と
な
る

年
に
向
け
松
山
市
は
、
漱

石
終
焉
の
地
・
東
京
都

新
宿
区
と
「
夏
目
漱
石

を
ゆ
か
り
と
し
た
歴
史

・
文
化
及
び
観
光
交
流

に
関
す
る
協
定
」
も
締

結
。

年
に
は
愛
媛
国
体
が
開
か
れ
、


年
に
明
治
維
新
１
５
０
周
年
も
迎
え
る
。

　
愛
媛
県
外
か
ら
松
山
市
を
訪
れ
る
ル
ー

ト
は
海
路
や
陸
路
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
そ
こ

で
松
山
市
で
は
多
様
な
モ
デ
ル
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
一
例
が
「
広
島
―

松
山
ル
ー
ト
」
（
２
４
０
人
モ
デ
ル
）
。

同
区
間
に
は
定
期
便
も
運
航
さ
れ
て
い
る

が
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
チ
ャ
ー
タ

ー
船
の
利
用
で
、
自
由
度
の
高
い
コ
ー
ス

設
定
や
充
実
し
た
体
験
が
可
能
だ
。
瀬
戸

内
海
は
穏
や
か
で
晴
天
率
も
高
い
た
め
、

チ
ャ
ー
タ
ー
船
は
運
航
率
が
ほ
ぼ
１
０
０

％
と
計
画
も
立
て
や
す
く
、
昨
年
は

校

が
安
全
で
快
適
な
約
１
時
間
の
瀬
戸
内
海

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
満
喫
し
た
。

　
山
口
県
東
南
部
に
あ
る
周
防
大
島
で
の

民
泊
体
験
を
中
心
に
マ
リ
ン
体
験
や
漁
業

体
験
な
ど
を
行
い
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
松

山
入
り
す
る
学
校
も
増
え
て
い
る
。

　
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
中
島
は
、
み
か
ん

王
国
・
愛
媛
に
あ
っ
て
、
み
か
ん
農
家
の

割
合
が
県
内
の
島
で
第
１
位
。
収
穫
時
期

は

月
か
ら
５
月
ま
で
の
約
８
カ
月
間
。

チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
使
え
ば
、
広
島
か
ら
約

１
時
間
で
直
接
上
陸
で
き
る
。

　
中
島
で
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
国
産
み
か

ん
の
安
全
性
や
技
術
力
の
説
明
や
ま
つ
や

ま
農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生
秘
話
を

聞
き
、
西
日
本
一
の
能
力
を
誇
る
選
果
場

を
見
学
し
た
後
、み
か
ん
の
収
穫
を
体
験
。

延
長
５
０
０
㍍
の
美
し
い
姫
ヶ
浜
ビ
ー
チ

で
は
投
げ
釣
り
体
験
が
で
き
、
人
気
の
海

鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
昼
食
の
際
に
は
釣
っ

た
魚
を
一
緒
に
焼
い
て
食
べ
ら
れ
る
。

　
松
山
市
内
か
ら
自
動
車
を
使
っ
て
１
時

間
で
、
世
界
に
誇
る
多
島
美
と
先
端
技
術

の
枠
を
集
め
た
長
大
橋
群
が
織
り
な
す
風

光
明
媚
な
「
し
ま
な
み
海
道
」
の
愛
媛
側

玄
関
口
、
今
治
市
に
到
着
。
定
番
メ
ニ
ュ

ー
は
世
界
で
唯
一
の
自
転
車
で
渡
る
「
橋

上
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
だ
。
昨
年
に
は
国
内

外
か
ら
８
千
人
が
参
加
す
る
国
際
サ
イ
ク

リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
瀬
戸

内
海
の
島
々
を
眺
め
な
が
ら
の
爽
快
な
サ

イ
ク
リ
ン
グ
は
世
界
か
ら
も
注
目
を
集
め

る
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
今
治
を
ス
タ
ー
ト
し

た
後
、
最
初
に
訪
れ
る
の
は
大
島
。
観
潮

船
で
の
急
流
体
験
で
は
、
自
然
の
力
、
雄

大
さ
を
体
感
す
る
。
日
本
唯
一
の
水
軍
博

物
館
で
あ
る
村
上
水
軍
博
物
館
で
は
、
海

の
大
名
と
呼
ば
れ
海
原
を
自
在
に
駆
け
め

ぐ
っ
た
村
上
水
軍
の
文
化
を
学
べ
る
。

　
近
年
は
、
し
ま
な
み
海
道
で
瀬
戸
内
海

の
雄
大
な
自
然
や
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
歴

史
な
ど
を
体
感
し
て
か
ら
松
山
・
道
後
温

泉
に
入
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。

　
松
山
市
は
、
「
い
で
湯
と
城
と
文
学
の

ま
ち
」
だ
。
日
本
最
古
の
温
泉
「
道
後
温

泉
の
本
館
」
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン

ガ
イ
ド
ジ
ャ
ポ
ン
で
最
高
評
価
の
三
つ
星

を
獲
得
し
て
い
る
。
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性

単
純
温
泉
で
、肌
に
優
し
い
美
人
の
湯
だ
。

　
標
高
１
３
２
㍍
の
山
頂
に
そ
び
え
立
つ

「
松
山
城
」
で
は
、
瀬

戸
内
海
か
ら
西
日
本
最

高
峰
の
石
鎚
山
ま
で
一

望
で
き
る
。
街
中
に
は

俳
人
「
正
岡
子
規
」
を

は
じ
め
と
す
る
文
人
ゆ
か
り
の
歴
史
的
・

文
化
的
資
源
も
数
多
く
点
在
し
て
い
る
。

　
松
山
な
ら
で
は
の
体
験
と
し
て
好
評
な

の
が
、
ま
ち
歩
き
の
「
ハ
イ
ク
」
に
「
俳

句
」
の
学
び
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
教
育

メ
ニ
ュ
ー
「
松
山
は
い
く
」
だ
。
俳
句
作

り
に
精
通
し
た
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
と
松
山

・
道
後
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、

市
内
各
所
で
吟
行
体
験
が
で
き
る
。

　
例
え
ば
、
四
国
遍
路
の
発
祥
伝
説
の
残

る
石
手
寺
は
、
市
内
か
ら
近
く
、
八
十
八

ヶ
所
参
り
と
同
じ
ご
利
益
を
得
ら
れ
る
と

い
う
お
砂
撫
で
な
ど
、
四
国
の
お
遍
路
文

化
も
体
験
で
き
る
。

　
新
メ
ニ
ュ
ー
の
「
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
未
来
の
自
分
に
宛
て
て
手
紙

を
書
く
企
画
も
人
気
。
学
校
生
活
の
思
い

出
や
卒
業
後
の
夢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

を
自
由
に
手
紙
に
綴
る
。
そ
の
手
紙
は
１

～
５
年
後
に
指
定
の
住
所
に
届
く
。

　
松
山
市
は
、
主
要
観
光
施
設
が
ま
ち
の

中
心
部
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
納
ま
っ
て
お

り
、
宿
泊
先
と
し
て
最
適
な
道
後
温
泉
も

車
で

分
以
内
。
道
後
温
泉
の
各
宿
泊
施

設
で
の
食
事
や
お
も
て
な
し
は
、
教
育
旅

行
も
一
般
の
旅
行
と
同
等
レ
ベ
ル
だ
。
こ

の
道
後
の
強
み
を
生
か
し
、
夕
食
前
後
の

時
間
を
利
用
し
、
会
席
料
理
や
お
座
敷
の

マ
ナ
ー
、
食
育
な
ど
約

分
で
構
成
さ
れ

た
研
修
は
、
時
間
を
有
効
活
用
し
、
研
修

率
も
ア
ッ
プ
で
き
る
と
好
評
だ
。

　
ま
た
、
人
気
の
道
後
散
策
は
、
明
治
の

雰
囲
気
が
漂
う
道
後
温
泉
本
館
を
中
心
に

商
店
街
で
買
い
物
を
し
た
り
、
特
別
料
金

で
人
力
車
に
乗
車
で
き
る
。
本
館
前
で
は

集
合
写
真
の
撮
影
も
。
俳
都
・
松
山
に
ち

な
ん
で
、
散
策
中
に
俳
句
を
作
っ
て
特
設

ポ
ス
ト
に
投
句
す
る
と
、
後
日
、
最
優
秀

句
に
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
が
贈
ら
れ
る
特
別

イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
る
。

　
松
山
市
内
か
ら
車
で

分
。
隣
町
の
砥

部
町
に
あ
る
「
と
べ
動
物
園
」
は
、
日
本

初
の
人
工
哺
育
に
成
功
し
た
ホ
ッ
キ
ョ
ク

グ
マ
の
「
ピ
ー
ス
」
で
有
名
だ
。
動
物
の

自
然
な
生
態
が
見
ら
れ
る
行
動
展
示
型
動

物
園
で
西
日
本
最
大
級
。
地
球
温
暖
化
や

森
林
伐
採
な
ど
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
動

物
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
６
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
大
洲

は
、
伊
予
の
小
京
都
、
水
郷
の
ま
ち
。
こ

こ
で
は
、
お
よ
そ
３
０
０
年
前
か
ら
伝
わ

る
郷
土
料
理
「
い
も
た
き
」
を
河
川
敷
で

食
べ
な
が
ら
地
元
の
人
と
触
れ
合
え
る
。

　
さ
ら
に
、
流
れ
穏
や
か
な
肱
川
で
は
、

ミ
シ
ュ
ラ
ン
一
つ
星
の
臥
龍
山
荘
や
大
洲

城
を
眺
め
な
が
ら
、カ
ヌ
ー
体
験
を
行
い
、

自
然
を
満
喫
で
き
る
。

　
松
山
市
産
業
経
済
部
観
光
・
国
際
交
流
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平和を祈る沖縄平和祈念堂

沖縄戦の話を聞く修学旅行生（チビチリガマで）

　
太
平
洋
戦
争
で
地
上
が
戦

場
と
な
っ
た
沖
縄
戦
で
は
、

民
間
人
が
戦
闘
に
巻
き
込
ま

れ
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
。

戦
端
は
１
９
４
５（
昭
和

）

年
３
月

日
の
慶
良
間
諸
島

で
始
ま
り
、
４
月
１
日
に
本

島
西
海
岸
の
読
谷
、嘉
手
納
、

北
谷
に
米
軍
が
上
陸
し
た
。

激
し
い
戦
闘
は
約
３
カ
月
間

に
わ
た
り
、
６
月

日
に
最

高
司
令
官
が
自
決
し
て
、
組

織
的
な
戦
闘
は
終
了
し
た

（
正
式
な
降
伏
調
印
式
は
９

月
７
日
）
。
日
米
両
軍
と
民

間
人
を
合
わ
せ
た
戦
没
者
は


万
人
に
上
っ
た
。
半
数
以

上
が
沖
縄
出
身
者
で
あ
り
、

し
か
も
９
万
人
以
上
が
民
間

人
だ
っ
た
。

　
米
軍
上
陸
後
の
４
月
３
日

に
は
、
読
谷
に
あ
る
自
然
洞

窟
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
で
、
波
平

地
区
の
住
民

人
が
集
団
自

決
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
の
後

４
月
８
日
か
ら

日
間
、
旧

日
本
軍
防
衛
ラ
イ
ン
の
中
心

と
な
っ
た
嘉
数
高
地
に
対
し

て
、
米
軍
は
最
大
規
模
の
砲

撃
を
加
え
た
。

　
南
風
原
陸
軍
病
院
壕
は
、

後
に
「
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
」

と
呼
ば
れ
る
女
学
生
の
奮
闘

を
通
し
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
伝
え
る
戦
跡
。
「
ひ
め
ゆ

り
の
塔
」
に
は
、
修
学
旅
行

生
の
献
花
が
尽
き
な
い
。
ほ

か
に
も
「
魂
魄
の
塔
」
「
健

児
の
塔
」
「
白
梅
の
塔
」
な

ど
が
あ
る
。

　
最
南
端
の
喜
屋
武
岬
は
、

追
い
つ
め
ら
れ
た
住
民
や
兵

士
が
断
崖
か
ら
身
を
投
げ

た
。
「
平
和
の
塔
」
が
犠
牲

者
の
霊
を
弔
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
上
戦
の
前
年
８

月

日
に
は
、
学
童
集
団
疎

開
の
子
ど
も
を
乗
せ
た
対
馬

丸
が
潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
、

１
４
１
８
人
が
犠
牲
と
な
っ

た
。
同
年

月
の

・

那

覇
空
襲
で
は
、
当
時
市
街
地

の
９
割
が
焼
失
す
る
な
ど
、

沖
縄
は
数
多
く
の
戦
跡
を
通

し
て
平
和
を
学
ぶ
地
と
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

http://www.oidenka-matsuyama.com/

